
● 休館日

年中 無休( 保 守 点検 のため年5 日間休 館)

● 開館 時間

午前10 時 ～午 後11 時( 入 館は閉館30 分 前まで)

● みたまの 湯入 館料

大人780 円　 小 学生500 円　小学 生 未満／ 無料

卜J回 数券11 枚 綴り7,800 円

● アメニティ

ヘアードライヤー､ヘ アーシャンプー､ヘアーコンディショナー

ヘアーウォーター､スキンウォーター､ボディシャンプー

レンタルタオル( フェイスタオル50 円､ バスタオル100 円)

綿棒､ 他( 試 用でヒノキの石 鹸など)

● 飲食物 の持ち込みはお断り致します。

市 川]ﾐ 郷 町 の大 塚 地 域の 土 質は｢ のっぷい｣ と呼 ばれ、

土はきめ細 かく､栄 養 分や水 分 が他 の土よりも多く含まれ

た土 質( 火 山灰 の堆 積) で す｡ この肥 沃な 土｢ のっぷい｣

は人 塚 にんじんやゴボウ等の根 葉類 に適しています 。

みはらし の 丘 細瀋４
の っ ぷ い の 館

山梨 県西 八代 郡 市川三 郷町 大塚2,608 〒409-36HTEL055-272-2641

〔ふろよい 〕

FAX055-272-2633

ホームペ ージ　httｐ://ｗｗｗ.mitａｍａｎｏｙｕ.jp

メールアドレス　info＠mitａｍａｎｏｙｕjp

運営: 指定管理者( 株)内外ビル
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脱衣室

藤の 湯と牡 丹の湯 は毎日入れ替 わります。
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のっぷいの館｣の温泉相特性

小
会
議
室

一

卜

卜

Ｌ

研
修
室

田

研
修
室

②

大会議室

に 柿 料理 教室

環境影響評 価等技術審議会会長

地下水保全･活用研究協議会会長

富士山環境 学術調査研究会会 長

温泉 環境｢ 温泉 相｣ 研究 会会長

・゙霖器･ 田中 収

“みはらしの丘温泉"｢ みたまの湯｣ は､｢フォッサ･マグナ( 大地裂帯)｣ の 地下深部の開口 割れ目で､悠久の時の流れの中で涵養され､育まれてきた本格的裂縛系天然温泉です。

本温泉は､世界的に貴重な特 異地形である｢甲府大三角形構 造盆地｣ の東南端､北 東一 南西走向の曽根断 裂温泉帯(1984･ 田中　 収) から湧出した湧 出口温 度44.9度の高温泉､ 湧

出量 毎分198ﾘｯﾄﾙ･[] 量285トン､泉 質アルカリ性単純温 泉という豊かな大自然の名湯であります。

｢フォッサ･マグナ(大 地裂帯)｣ の大景観を､一望できる標高370 メートルの丘陵 高台に位置し､｢ みはらしの丘大展望 露天風呂｣ の眺望 は絶景であり､南アルプス･八ヶ岳連峰･ 関東山地の

山々の大展望と眼下の“百万ドルの夜景" を一望 できる､最高級の温泉地環境を有し､｢ 休養｣｢ 保養｣｢ 療 養｣ の三養による体調 の正常化や自己免疫 力の増 強等々､最も大切な健康 条件

を高めてくれる温泉環境に特に秀でている温泉 相(スパ･ファシーズ)の天然温泉です。

本 温泉は､トライアングルの｢ 大自然コロシアム｣の大地 高台の貴賓席に位置する温泉であり､副作用の少ないマイルドで良質なアルカリ性単純 温泉

として､ 大地の神様｢ ガイア｣ が授けてくれた｢ 地球の体液｣ と呼んで良いような最高級の温泉相です。

この極めて貴重な大 地の恵みに感謝し､｢ みたまの 湯｣ の天然 温泉を正しく有効利 用することで､より多くの人々が健康で､より豊かな人 生を送って戴

けたらと願っています。
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